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新型コロナ「仕事がない」「休業補償は？」

係
す
る
相
談

は
四
件
と
な

り
ま
し
た
。

「
三
七
℃
の

微
熱
が
続
き

休
ん
で
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
陰
性
と
断

定
で
き
る
ま

で
来
る
な
と

言
わ
れ
て
い

る
。
ど
う
し

請
し
ま
し
た
。
外
塚
功
実
行
委

員
長
、
勝
見
忍
議
長
な
ど
構
成

団
体
か
ら
八
人
が
参
加
し
、
県

か
ら
橋
本
仁
防
災
く
ら
し
安
心

部
次
長
と
早
坂
浩
也
県
土
整
備

部
次
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
外
塚
氏
は
、
昨
年
六
月
の
庄

内
地
方
で
の
震
度
六
弱
の
地
震
、

十
月
の
台
風
一
九
号
に
よ
る
高

畠
町
や
川
西
町
で
の
甚
大
な
被

害
を
ふ
ま
え
、
災
害
に
強
い
県

土
づ
く
り
、
被
災
住
民
の
人
間

ら
し
い
生
活
の
確
保
と
生
活
再

建
の
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
要
請
で
は
、
▼
国
に
対
し
て
、

住
宅
再
建
支
援
金
を
現
行
三
〇

〇
万
円
か
ら
五
〇
〇
万
円
へ
の

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

住
宅
再
建
支
援
金
を
三
〇
〇
万
円    

五
〇
〇
万
円
に

　
「
震
災
・

原
発
事
故
避

難
者
の
た
め

の
な
ん
で
も

相
談
会
実
行

委
員
会
」
は
、

東
日
本
大
震

災
か
ら
九
年

の
三
月
十
一

日
、
吉
村
美

栄
子
知
事
宛

に
「
相
次
ぐ

大
規
模
な
自

然
災
害
か
ら

住
民
の
安
全

を
守
る
防
災

対
策
」
を
要

　
県
労
連
な
ど

で
つ
く
る
「
震

災
・
原
発
事
故

避
難
者
の
た
め

の
な
ん
で
も
相

談
会
実
行
委
員

会
」
は
三
月
七

日
、
山
形
駅
構

内
で
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制

度
の
抜
本
的
拡

充
を
求
め
る
署

名
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

現
行
制
度
で
は
、

東日本大震災
から９年 被災者支援　拡充急げ

避難者なんでも相談実行委員会

住
宅
が
全
壊
の
場
合
で
も
上
限

三
〇
〇
万
円
し
か
支
援
が
う
け

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
五
〇
〇

万
円
に
増
額
し
「
一
部
損
壊
」

で
も
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
諸
団
体
か
ら
十
一
人
が
参
加

し
、
通
行
人
に
署
名
を
呼
び
か

け
る
と
、
一
時
間
で
一
一
六
筆

が
集
ま
り
ま
し
た
。
署
名
し
た

二
〇
代
男
性
は
、
「
自
分
で
も

何
か
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば

と
署
名
し
た
。
何
年
た
っ
て
も

支
援
は
続
け
る
べ
き
だ
」
と
語

り
ま
し
た
。

増
額
と
対
象
拡
大
▼
正
規
職
員

を
中
心
と
し
た
責
任
あ
る
防
災

組
織
へ
の
拡
充
▼
戸
沢
村
の
角

間
沢
川
、
高
畠
町
・
和
田
川
の

水
害
事
例
か
ら
、
県
管
理
河
川

の
内
水
氾
濫
対
策
の
強
化
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。

山
形
県
に
災
害
対
策 

の
強
化
求
め
要
請

３.９全国一斉労働相談ホットラインに切実な相談

り
、
労
働
者
が
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
事
態
も
考
え
ら
れ
、

観
光
客
の
減
少
に
よ
る
影
響
を

直
接
う
け
る
業
種
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
か
ら
工
場

が
稼
働
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。
ま
た
、
四
月

か
ら
「
パ
ー
ト
・
有
期
法
」
と

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
法
」
が

施
行
さ
れ
、
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
改
善
や
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
の
一
掃
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
九
件
の
相
談
が
あ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

た
ら
い
い
か
」
「
園
が
臨
時
休

業
に
な
っ
た
場
合
に
給
料
（
賃

金
）
は
貰
え
る
の
か
」
「
運
送

業
で
医
療
業
務
の
イ
ベ
ン
ト
の

た
び
に
配
送
し
て
い
る
が
、
中

止
に
な
り
仕
事
が
な
く
な
っ
た
」

等
の
切
実
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
小
規
模
事
業
者
か
ら

も
相
談
が
あ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
被
害
が
大
き
な
社

会
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
形
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
引
続
き
相
談
活
動
を
展
開

し
問
題
解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
尚
、

現
行
助
成
金
制
度
・
新
規
に
創

設
さ
れ
た
助
成
金
制
度
に
「
小

学
校
等
の
臨
時
休
業
に
伴
う
保

護
者
の
休
暇
取
得
支
援
」
「
雇

用
調
整
助
成
金
の
特
例
追
加
」

「
時
間
外
労
働
等
改
善
助
成
金

の
特
例
」
等
が
あ
り
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
県
や
労
働
局
ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
。

　
二
〇
二
〇
年

三
月
現
在
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
宣
言
し
て

い
ま
す
。
三
月

九
日
、
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を
実
施
し
ま

し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
広
が

る
中
、
経
済
活

動
の
縮
小
に
よ
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す
る
中
、
二
月
十
二
日
に
は
農

学
部
で
学
習
会
が
行
わ
れ
、
格

差
が
違
法
か
否
か
検
証
す
る
手

順
を
示
し
た
厚
生
労
働
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
佐
藤
事
務
局
長
が

概
説
し
「
山
大
で
も
基
本
給
か

ら
見
直
し
が
必
要
」
と
問
題
提

起
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
正
職
員
に
仕
事
を
教
え
る
こ

と
も
」
「
せ
め
て
年
収
三
〇
〇

万
円
を
」
な
ど
の
声
が
あ
る
と

紹
介
。
「
仮
に
大
学
側
が
、
非

正
規
教
職
員
の
基
本
給
や
諸
手

当
の
改
善
で
財
源
が
不
足
す
る

と
い
う
な
ら
、
東
京
大
学
の
基

金
な
ど
も
参
考
に
、
財
源
確
保

の
方
法
も
要
求
を
」
と
、
本
気

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
全
労
連
の
宮
垣
忠
オ
ル
グ
、

東
北
非
正
規
教
職
組
の
長
杉
直

人
委
員
長
が
助
言
者
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
労
連
は
三
月
十
三
日
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
に
つ

い
て
立
憲
民
主
党
山
形
県
連
合

会
（
代
表
・
石
黒
覚
県
議
会
議

員
）
と
懇
談
し
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
協
力
・
共
同
を
具
体
的

に
ど
う
進
め
る
か
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
県
労
連
か
ら
は
勝
見

忍
議
長
と
佐
藤
完
治
事
務
局
長

が
出
席
、
立
憲
民
主
党
県
連
か

ら
は
石
黒
代
表
と
、
原
田
和
広

副
代
表
（
県
議
会
議
員
）
、
髙

橋
昭
弘
事
務
局
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
県
労
連
か
ら
は
、
自
民
党
の

国
会
議
員
の
中
に
全
国
一
律
最

賃
を
求
め
る
議
員
連
盟
が
で
き
、

九
月
県
議
会
で
も
自
民
党
は
全

国
一
律
最
賃
が
必
要
と
の
前
提

で
代
表
質
問
し
た
こ
と
、
日
弁

連
も
全
国
一
律
最
賃
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
た
こ
と
な
ど

を
あ
げ
、
「
時
計
の
針
は
動
き

始
め
た
。
い
ず
れ
全
国
一
律
最

賃
は
実
現
す
る
、
と
の
前
提
で

中
小
企
業
支
援
の
議
論
も
本
気

で
開
始
す
る
と
き
。
知
恵
と
力

を
集
め
た
い
」
と
協
力
共
同
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
最
賃
引
き

上
げ
に
よ
る
消
費
拡
大
効
果
や
、

最
賃
引
き
上
げ
に
際
し
企
業
が

望
む
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る

日
本
商
工
会
議
所
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
、
資
料
も
提
示
。
月

一
五
〇
時
間
労
働
の
場
合
、
全

国
ど
こ
で
も
時
給
一
五
〇
〇
円

程
度
が
必
要
と
の
結
果
を
示
し

た
最
低
生
計
費
試
算
調
査
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　
石
黒
代
表
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
に
や
っ
て
い
る
時
で

は
な
い
」
と
、
共
同
の
重
要
性

を
説
き
、
政
権
交
代
に
よ
る
全

国
一
律
最
賃
実
現
の
可
能
性
に

も
言
及
。
様
々
な
産
業
分
野
で

新
し
い
こ
と
が
お
き
て
も
、
若

者
が
定
着
し
き
れ
な
い
、
そ
の

原
因
に
格
差
、
根
源
に
賃
金
が

あ
る
、
と
最
賃
政
策
の
意
義
を

語
り
ま
し
た
。
原
田
副
代
表
は
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
社
会
保
険

料
の
負
担
が
大
き
い
と
の
見
解

に
賛
同
し
、
そ
の
減
額
が
最
賃

改
善
に
も
つ
な
が
り
得
る
旨
を

強
調
。
そ
う
し
た
課
題
を
経
営

者
ら
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
人
工

中
絶
も
経
済
的
な
理
由
に
よ
る

も
の
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

も
紹
介
し
、
貧
困
の
解
消
を
力

説
。
財
源
論
を
練
り
上
げ
る
重

要
性
に
も
触
れ
ま
し
た
。

全
国
一
律
最
賃
を
と
一
致

立
憲
民
主
党
県
連
と
懇
談

　
正
社
員
等

と
有
期
・
パ

ー
ト
労
働
者

の
「
不
合
理

な
格
差
は
違

法
」
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「

パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
」

（
以
下
「
パ

有
法
」
）
が

施
行
さ
れ
、

同
法
で
大
企

業
に
分
類
さ

れ
る
山
形
大

学
に
も
四
月

か
ら
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
山
形
大
学

総
が
か
り
作

戦
」
が
進
行

格差の解消、本気の取り組みを
山形大学で学習会や団体交渉、コロナウイルス対策でも前進

　
こ
の
格
差
解
消
も
テ
ー
マ
に
、

山
大
職
組
、
東
北
非
正
規
教
職

組
、
県
労
連
が
共
同
し
て
一
月

二
十
二
日
、
三
月
四
日
、
三
月

十
二
日
に
団
体
交
渉
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
山
形
大
学
側
は

「
募
集
し
て
も
賃
金
が
低
す
ぎ

人
が
集
ま
ら
な
い
」
と
、
組
合

側
の
主
張
を
認
め
て
初
任
給
な

ど
の
改
善
を
確
約
し
ま
し
た
が
、

当
初
、
基
本
給
の
構
造
そ
の
も

の
や
諸
手
当
は
見
直
し
不
要
と

回
答
。
し
か
し
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、
「
見
直
し
不
要
」
の
結

論
に
至
っ
た
検
討
過
程
を
示
す

資
料
の
開
示
を
検
討
す
る
と
し
、

四
月
以
降
も
交
渉
を
継
続
し
見

直
し
が
あ
り
得
る
と
、
改
善
の

可
能
性
を
残
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
、

当
初
、
一
斉
休
校
の
際
に
お
子

さ
ん
の
お
世
話
な
ど
が
必
要
な

教
職
員
へ
の
措
置
が
大
学
側
か

ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

団
体
交
渉
で
要
求
し
た
結
果
、

体
温
が
三
七
．
五
℃
の
日
が
一

日
で
も
あ
れ
ば
業
務
命
令
と
し

て
自
宅
待
機
と
し
賃
金
も
保
障

す
る
な
ど
、
回
答
が
前
進
し
て

い
ま
す
。


